
局 部 課

3 年度

9

10

目標値の設定根拠・算出方法

令和8年度

堺市教育大綱、第3期未来をつくる堺教育プラン

実施根拠

12事業開始年度

寄与

する

KPI 無 現状値

事業の実施主体 陵西中学校区教育コミュニティづくり推進委員会

平成 令和点検対象年度（堺市基本計画2030）

Ⅱ．事業目的の達成状況
事業の成果や活動実績の測定

11

実績 目標 目標

教育研修会等への参加者数 人

令和6年度 令和7年度

目標値の設定根拠・算出方法 陵西中学校区の教職員及び児童生徒数をもとにした数値。

当該指標を選定した理由

125%

令和12年度 

当該指標を選定した理由

陵西中学校区教育コミュニティづくり推進

委員会活動回数

新しい時代を見据えた人権文化にあふれた教育実践の一環として、学校・家庭・地域の連携のもと、児童生徒の心と体の健康

促進に向けた教育を推進することが目的であるため。

実績値 500

有・無

有・無 指標名

関連計画

人

目標値

事業の概要

―

年度

―

教育基本法

12

ゴール ゴール⑷質の高い教育をみんなに ターゲット

Ⅰ．基本情報
事業の位置付け

1

堺市基本

計画2025

施策

との

関連

有・無 戦略

取組の方向性 ②新しい時代に必要となる資質・能力の育成

2

寄与

する

KPI

有・無

公民連携・協働事業 －

堺市SDGs

未来都市計

画

2021-2025

有

施策

との

関連

指標名

―

有 取組 平和、人権、ジェンダー教育の推進

4.7

令和8年度　事務事業評価シート（1）

[ 令和7年度事務事業 ]
一般会計 事務事業分類 A　一般事務事業

小6　103.0、中3　100.0(2025年度)

事務事業名 堺市教育コミュニティづくり推進事業 事業番号 038-050

担当部署名 教育委員会事務局 学校教育部 人権教育課

学力調査の堺市の平均値（全国を100とした場合）

施策3.将来に希望が持てる子育て・教育 ～Children's future～ ⑵子どもの可能性を伸ばし未来を切り拓く力を育む教育の推進

有 現状値 小6　100.5、中3　95.8(2019年度) 目標値

5

陵西中学校区の住民・児童生徒
対象数 単位

500

8

事業内容

　中学校区の学校園が連携し、人権や生命、健康の視点で「総合的な学習の時間」に取り組む。

　地域や学校園の特色を生かした文化・スポーツ活動を通じて同じ地域に暮らすこどもどうしの心の絆を深め、こどもたちが自ら未来

を切り拓く力を育成するため、地域の大人が積極的に関わり、地域が一体となってこどもを育てる環境を作る。

※国・府の基準より上回って実

施した内容
－

事業の目的
　教育の今日的課題及び今後の学校教育が志向すべき方向を踏まえ、新しい時代見据えた人権文化にあふれた教育実践の一

環として、学校・家庭・地域の連携のもと、児童生徒の心と体の健康促進に向けた教育を推進することを目的とする。

4

6 事業の対象

主な支出先 陵西中学校区教育コミュニティづくり推進委員会

500 500 500目標値 400

点検対象年度（堺市基本計画2030）

7

561

112%

令和6年度 令和7年度 令和8年度

113% 100%

20

成果指標 単位

達成率

事業の成果を上げるため、陵西中学校区のPTA、学校や保育所園関係者、地元関係者等で組織された団体の活動が重要で

あるため。

達成率

回

陵西中学校区教育コミュニティづくり推進委員会が総会等で示した活動数。

12

活動指標 単位
実績 目標

目標値 15 20 20

実績値 17



事業コスト ※当初予算には、前年度からの繰越分を含む。

（ ）

14

15

■ 高い

□ 低い

■ 高い

□ 低い

20

① 561

令和6年度

令和3年度からの実績等を踏まえた事業の必要性・有効性に係る所見（前年度の事務事業評価で点検対象年度を令和7年度とした事業のみ記載）

算出についての説明等

有

効

性

必

要

性

0 0

市債

0

受益者負担金(使用料、手数料等）　

0

422 400 400 400

0

財

源

内

訳

国支出金 0 0 0

事業費  (a)

単位当たり経費

17

5,205③

人

0

5,660

予算

区　　分

R7 決算

　陵西中学校区教育コミュニティづくりについては、校区学校園における幼児児童生徒の交流等といった推進委員会の活動を継続して実施してき

たことで、地域が一体となってこどもを育てる環境の形成が進み、不登校や遅刻の児童生徒数の減少など、学習状況の改善や自尊感情の向上等

に一定の成果があり、今後も継続が必要な事業であると考えている。

　また、堺市立学校園などを対象とした公開授業等を行うことにより、本事業の目的でもある人権の視点に重点を置いた教育実践を他校園にも広

めることができたと考えており、堺市立学校園における人権教育の実践にとっても有効な事業である。

うち

一般財源
事業費年度項　　　目

うち

一般財源
事業費

陵西中学校区の児童生徒数をもとにした数値で算出。

千円

R8 予算

予算

Ⅳ．事業の効率性

教育研修会等への参加者数

費用対効果に係る所見

Ⅴ．評価

　陵西中学校区教育コミュニティづくりについては、校区学校園における幼児児童生徒の交流等といった推進委員会の活動を継続して実施することで、地域が一

体となってこどもを育てる環境の形成が進み、不登校や遅刻の児童生徒数の減少など、学習状況の改善や自尊感情の向上等に一定の成果があった。

　また、堺市立学校園などを対象とした公開授業等を行うことにより、本事業の目的でもある人権の視点に重点を置いた教育実践を他校園にも広めることができた

と考えている。

2,830

堺市教育コミュニティづくり推進事業 事業番号 038-050

項　　　目
令和5年度

決算 当初予算 決算決算

事務事業名

Ⅲ．投入量

（単位：千円）

一般財源

0

0 0 0

400決算 400堺市教育コミュニティづくり推進事業

（委託料）

事業費の内訳

13

令和6年度 令和7年度

その他

府支出金　 0

16

事

業

費

内

訳

項　　　目

0

0

R8 予算

R8 予算 R8

R8

予算R8

R7

400 R8

R7

予算 400

R8 予算

決算

R7

R7

年間経費 (ｃ)=(ａ)+(ｂ) 2,852 2,830 2,920

400 400

人件費  （ｂ）

422

2,610

3,0102,920

（単位：千円）

400

2,520

400

0

2,430 2,430

0

予算

500

R7 決算

R8 予算

0

2,520

年度

R7 決算

0

R8

R7 決算 R7 決算

0

0

決算

決算

0

2,920

R7

令和7年度

単位当たり経費（②÷①×1,000円） 円/単位

②

決算

18

　校区学校園における幼児児童生徒の交流等といった陵西中学校区教育コミュニティづくり推進委員会の活動を継続して実施することで、地域と学校の結び付き

の強化に関しては一定の成果があった。

　地域が一体となってこどもを育てる環境の形成が進み、こどもたちの学力や自尊感情の向上につながったと考えられる。

　また、堺市立学校園などを対象とした公開授業等を行うことにより、本事業の目的である人権の視点に重点を置いた教育実践を他校園にも広めることができたと

考えている。

上記①にかかる年間経費

単位

KPI等への寄与（基本計画等のKPI・取組の方向性や事業の目的の達成にどのように寄与したか）

19

0

令和8年度

400

当初予算

令和8年度　事務事業評価シート（2）

0


